
有機合成化学によるイオンチャネル機能の制御・構築

井上将行（東大院薬）

タンデム反応を用いるフラボノイド誘導体の合成と天然物探索の

ためのprotein- または cell-based assayの構築

荒井 緑（千葉大院薬）

蛋白核外移行阻害天然物をシーズとする医薬リード化合物の探索
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”ものとり”を基盤としたケミカルバイオロジー研究

掛谷秀昭（京大院薬）

ユビキチンシステムを標的とする天然からの創薬リード化合物の

探索 塚本佐知子（金沢大院薬）

ヘテロ環構築を鍵とする天然物合成 菅 敏幸（静岡県大薬）
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